
北名古屋市共同事業のご紹介

市町村の自治会を対象とした
ごみの削減・分別、食品ロス削減事業
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出典：環境省 デコ活 2
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北名古屋市でのごみ減量実験

県営西春住宅の概要

⚫約２３０世帯

⚫各戸の台所はシンクに浅皿の生ごみ入れ式
（シンクの生ごみ入れまたは三角コーナーの
利用者が多いと想定される）。
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意識啓発の方法

県営西春住宅の自治組織は自治会、棟長、組長で構成

①市と共に可燃ごみ・リサイクル収集の現状、8、９月に行う可燃ごみ削減
・分別、食品ロス削減について自治会へ説明、協力要請

②月イチの全体清掃終了後、自治会役員、棟長、組長、30名に参集してもら
い、「一緒に始めよう！県営西春住宅のごみ減量プロジェクト」説明会

③自治会役員、棟長から組長へ、組長から各世帯へ意識啓発セット（啓発資
料、水切り袋、アンケート等をファイルに綴じたもの）を展開
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自治会、市のごみ回収部署と調整

自治会役員等に意識啓発事業の説明

パッカー車重量・廃水量測定

居住者に意識啓発資料の配布

居住者のごみ減量取組

アンケート回収

事業結果の分析・まとめ
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意識啓発効果の確認

① 8月末に各世帯に、意識啓発セットを配布

② 8、9月のごみ収集日にパッカー車のごみ重量と
廃水量を測定（延べ17回）

③ 8月は意識啓発前、9月は意識啓発後として行動
変容の有無を比較確認

④ 取組み後、アンケートで取組意識の確認
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意識啓発資料
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パッカー車の可燃ごみ計測結果

⚫ 県営西春住宅の居住者が排出する可燃ごみ量は、1世帯当たり1日1㎏前後
⚫ 意識啓発後の9月の可燃ごみ量は、8月に比べて約1割（約700㎏）減少
⚫ 可燃ごみ中の水分（自由水）は約3割減少

⚫ 北名古屋市の可燃ごみ焼却施設の稼働に関わる年間温室効果ガス排出量は
次のように推計されている。
・廃棄物の焼却 0.018t-CO2/t-ごみ
・燃料等の消費 0.140t-CO2/t-ごみ
・運搬 0.007t-CO2/台（パッカー車積載量2㌧：0.004t-CO2/t-ごみ）

(参考）名古屋市北名古屋工場整備運営事業に係る環境モニタリング調査結果報告書、令和3年8月、株式会社北名古屋クリーンシステム

可燃ごみ1㌧当たりのCO2排出量は0.162t-CO2/t（市民1人当たり約191㎏/年）

⚫ 居住者の行動変容の結果、可燃ごみの減少によるCO2排出量の削減量は
0.11 t-CO2/月（約1.4 t-CO2/年の削減効果）

⚫ 北名古屋市の世帯数は34,953世帯。意識啓発を市の広報誌などで他自治会
に拡大し、仮に同様の行動変容が期待できる場合、最大で約216 t-CO2/年
の排出量削減（約108ｔのごみ減量）ができる可能性がある。

⚫ 今後、他の市民への広報方法（広報誌への掲載内容など）を北名古屋市と
検討
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ストップ温暖化教室に関わる参考情報

北名古屋市の県営西春住宅の事例では、意識啓発による住民の行動変容の
結果、減少した可燃ごみによるCO2削減量は約1.4 t-CO2/年でした。

一世帯当たりにすると約62kg-CO2/年/世帯となり、愛知県の「おうちで
エコアップ大作戦」などで示されている、「ごみはきちんと分別する」と
「ごはんを残さずたべる」を実施したときのCO2削減量約58kg-CO2/年/

世帯とほぼ同等の結果を得ることができました。

子供達（家族）が、実際に教材に示されたごみ削減行動すると、

その通りのCO2削減ができるという具体的事例として下さい。

出典：愛知県 夏休み！おうちでエコアップ大作戦2025
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